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ただいま観察中… 「深掘り」「尊い・尊み」「しんどい・しんどみ」「きも」「〇〇感」「小並感・粉みかん」「軽率」「迷いづらい」「優勝した」

用例分析と辞書情報

柏野 和佳子（音声言語研究領域）

(1)客観的・明示的になる

頻度情報や実例に基づき，辞書情報の抽出と記述とが客
観的・明示的に行えるようになる。

(2)網羅的になる

生きた用例を可能な限り網羅的に収集できるようになる。

(3)具体的になる

資料の幅が広がり，語の多様性を具体的に捉えることが
できる。ジャンルあるいはレジスタなどと呼ばれる，言葉
の使用域が異なる場合，それを具体的に辞書記述に反映で
きる(例えば，話し言葉的か，書き言葉的か，フォーマル
か，インフォーマルか)。

用例分析に基づく国語辞典情報の見直し
P3

用例分析に基づく記述の効果

正用か，誤用か，新用法か
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前人未踏の30連勝へ！

プレッシャーがわいちゃう駆け抜けて青春

①【未到】そこにはまだだれも到達していないこと。「前人―の記録」
②【未踏】そこにはまだだれも足を踏み入れていないこと。「人跡―の地」
「―峰」

（『岩波国語辞典』第七版）
ぜんじん‐みとう 【前人未到】
(→)前人未踏に同じ。
ぜんじん‐みとう 【前人未踏】
①いまだかつて誰も足を踏み入れていないこと。「―の地」
②まだ誰もやっていないこと。前人未到。「―の連勝記録」

（『広辞苑』第七版）
BCCWJでは，前人未到 23件， 前人未踏 16件
梵天では， 前人未到 4,012件， 前人未踏 1,996件
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『広辞苑』第六版

【駆け抜ける】馬を駆けて通り抜ける。ある物の間
を走って向うへ出る。「松林を―・ける」

『広辞苑』第七版

【駆け抜ける】①駆けて通り抜ける。ある物の間を
走って向うへ出る。「松林を―・ける」
②（感情・感覚などが）瞬間的に心身に行きわたる。
はしりぬける。「恐怖が全身を―・ける」「寒気が背
筋を―・けた」
③急いで進む。軽快に生き生きと進む。「人生を
―・ける」「世界を―・けたい」
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